
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年度版 

高知赤十字病院 

内科専門研修プログラム 

 



プログラム概要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

✚ 糖尿病・腎臓内科 
■医師数：６名（専攻医２名） 

■一日平均入院患者数：27.6 人/日 

■一日平均外来患者数：37.2 人/日 

 

✚ 一般内科 
■医師数：２名 

■一日平均入院患者数：9.2 人/日 

■一日平均外来患者数：6.5 人/日 
 

診療科数：５科 

内科医師数：２５名 

※うち 専攻医：４名 

✚ 消化器内科 
■医師数：９名（専攻医２名） 

■一日平均入院患者数：39.3 人/日 

■一日平均外来患者数：45.2 人/日 

 

 

✚ 呼吸器内科 
■医師数：４名 

■一日平均入院患者数：21.1 人/日 

■一日平均外来患者数：16.7 人/日 

 

✚ 循環器内科 
■医師数：４名 

■一日平均入院患者数：22.7 人/日 

■一日平均外来患者数：17.3 人/日 

 

専門医（抜粋） 

 総合内科専門医：８名 

 日本血液学会専門医：１名 

 日本内分泌学会専門医：１名 

 日本糖尿病学会専門医：２名 

 日本腎臓学会専門医：２名 

 日本消化器病学会専門医：４名 

 日本消化器内視鏡学会専門医：４名 

 日本循環器学会専門医：３名 

 日本呼吸器学会専門医：２名 

 日本リウマチ学会専門医：３名 

プログラム統括責任者 診療部長 有井 薫 （糖尿病・腎臓内科） 

 

 当院内科系には、消化器、循環器、呼吸器、血液、糖尿病、腎臓、リウマチ膠原病の専科があり、それぞれの専門医が互いに

相談・協力し合いながら日常の外来・入院診療を行っています。そのため、幅広い視野とスキルを培う内科研修が可能であり、

サブスペシャルティ領域を重視した研修であっても臓器専門に著しく偏ることのない内科専門医となることが可能と考えます。 

 また、より高度な医療の研修を希望される専攻医には、連携施設である二つの国立大学病院での院外研修も可能となってい

ます。一方、本プログラムは高知県内で健康管理、在宅医療から救急医療まで様々な医療分野を担っている施設と連携を組ん

でいるため、超高齢社会である高知県の医療事情に精通した専門医を育成します。研修修了後には、高知県全体の医療を支

え、リーダーシップを発揮しうる内科医となることを期待します。 

高知県中央医療圏で急性期病院かつ地域支援病院である高知赤十字病院を基幹施設として、高知県中央医療圏、近隣

医療圏にある連携施設・特別連携施設とで内科専門研修を行います。高知県のみでなく、わが国の医療事情を理解し、必

要に応じた可塑性のある、地域の実情に合わせた実践的な研修が可能。また、当院は救命救急センターおよび健診部を併

設しており、急性期医療だけでなく、予防医学から人勢の最終段階における医療など高知県で暮らす人々の生活を支え、健

康を維持し生命を守る幅広い視野とスキルをもった内科専門医となるための研修が可能です。 

教育施設認定状況（抜粋） 

 日本内科学会専門研修基幹施設 

 日本リウマチ学会教育施設 

 日本消化器病学会専門医制度認定施設 

 日本呼吸器学会専門研修連携施設 

 日本消化器内視鏡学会指導施設 

 日本腎臓学会研修施設 

 日本胆道学会指導施設 

 日本糖尿病学会認定教育施設 

 日本循環器学会循環器専門医研修施設 

 日本血液学会専門研修教育施設 

2020年実績
入院患者実数

（人／年）

外来延患者数

（延患者数／年）

消化器 1,440 4,321

循環器 731 3,578

内分泌 59 660

代謝 177 2,621

腎臓 496 1,739

呼吸器 611 3,439

血液 236 1,006

神経 75 253

アレルギー 35 487

膠原病 43 1,080

感染症 53 181

救急 1,292 3,017



連携施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修スケジュール 

研修期間は３年間で、以下の条件を満たしつつ、研修施設については適宜相談しながら決定する。 

①基幹施設での研修は 1年以上 

②連携施設または特別連携施設での研修は 1年以上 

 

1）内科一般コース 

希望するサブスペシャルティ領域が未決定の場合は、当院の各診療科でローテート研修を実施する。 

 

2）内科サブ領域展開コース 

希望するサブスペシャルティ領域が決まっている専攻医は、当院では専科に拠点を置きながら、 

目標を達成できるよう研修を実施する。 

 

【実際の専攻医の研修ローテーション】 

 

  

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
1年
2年
3年

糖尿病・腎臓 消化器 循環器 呼吸器
連携施設／特別連携施設

～適宜相談し研修診療科を決定～

1年次 2年次 3年次

専攻医A 高知赤十字病院 徳島大学病院 高知赤十字病院

専攻医B 高知赤十字病院 三豊総合病院 幡多けんみん病院

専攻医C 高知赤十字病院 土佐市民病院 高知赤十字病院

専攻医D 高知赤十字病院 野市中央病院 高知赤十字病院

専攻医E 徳島大学病院 高知赤十字病院 高知赤十字病院

✚高知赤十字病院 
★高知大学医学部付属病院 

★国立高知病院 

★高知医療センター 

★幡多けんみん病院 

☆野市中央病院（香南市） 

☆土佐市民病院（土佐市） 

☆嶺北中央病院（本山町） 

☆植田医院  

☆あおぞら診療所 

★ 

三豊総合病院 

（香川県） 

★ 

徳島大学病院 

（徳島県） 

★連携施設（６施設） 

☆特別連携施設（５施設） 



病院沿革                                         

昭和 ３年：日本赤十字社高知県支部療院として開設 

平成 ６年：高知県で最初の救命救急センター開設 

平成１１年：全国初の脳死下臓器提供実施（1例目と 50 例目） 

平成１５年：臨床研修病院に指定される 

平成１７年：地域医療支援病院となる 

平成１９年：放射線画像情報システム（ＰＡＣＳ）稼働 

平成２０年：病院創立８０周年 

平成２３年：災害拠点病院として東日本大震災救護班編成出動（12 班） 

平成２７年：高知県がん診療連携推進病院に指定される 

平成２８年：熊本地震救護班編成出動（4 班） 

平成３０年：基幹施設として専門研修プログラム（内科・救急）を開始 

令和元年：５月６日新病院新築移転 

病院概要                                         

許可病床数： ４０２床 

階 数： ８階建 

標 榜 診 療 科： ２８科 

血液内科 糖尿病・腎臓内科 循環器内科 呼吸器内科 消化器内科 内科 

呼吸器外科 消化器外科 乳腺・内分泌外科 外科 脳神経外科 整形外科 

リウマチ科 小児科 産婦人科 耳鼻咽喉科 眼科 放射線科 皮膚科 

泌尿器科 麻酔科 形成外科 精神科 脳神経内科 心療内科 心臓血管外科 

リハビリテーション科 病理診断科 （他 救命診療部 健診部） 

医 師 数： １１２名（２０２１年４月時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒７８０－８５６２ 

高知市秦南町一丁目 4番 63-11 号 

高知赤十字病院 総務・人事課 医師専門研修担当 

TEL：０８８－８２２－１２０１／E-mail：kenshu@kochi-med.jrc.or.jp 

2019 年 5月 6日 

新病院開院予定 

高知赤十字病院 専門研修 検 索 

当院のホームページはこちらから！ 

mailto:kenshu@kochi-med.jrc.or.jp

